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10億07，400千円一般会計

2億68，955千円特別会計

昭
和
五
十
九
年
度
予
算
は
、
村

長
と
し
て
初
め
て
当
初
か
ら
取
り

組
む
予
算
で
あ
り
、
政
府
予
算

0
・

五
%
増
、
地
方
財
政
計
画
一
・
七
%

増
と
い
う
厳
し
い
状
態
で
、
村

の
主
要
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
、

(1) 

園
県
支
出
金
と
も
非
常
に
減
少
す

る
情
勢
の
中
、
私
の
方
針
を
反
映

し
た
公
約
の
実
現
を
図
る
べ
く
、

経
費
の
節
約
、
効
率
配
分
に
心
が

け
健
全
財
政
を
堅
持
し
て
、
村
民

生
活
安
定
と
村
内
経
済
の
活
性
化

の
予
算
を
編
成
し
、
景
気
回
復
の

は
か
ば
か
し
く
な
い
本
村
経
済
の

「
対
症
療
法
」
と
し
て
公
共
事
業

の
早
期
計
上
を
図
っ
た
。

ち
な
み
に
、
国
の
公
共
事
業
が

前
年
度
比
二
%
減
、
地
方
財
政
計

画
の
地
方
単
独
事
業
一
一
了
三
%
減

と
い
う
厳
し
さ
の
中
で
、
県
は
普

通
建
設
事
業
を
一
五
・
九
%
増
と

し
て
い
る
が
、
本
村
は
こ
れ
を
さ

ら
に
上
ま
わ
り
三
十
%
増
と
公
共

事
業
の
早
期
計
上
を
行
な
っ
て
お

り
、
計
上
し
た
公
共
事
業
あ
ら
ゆ

る
努
力
を
し
て
消
化
に
努
め
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

じ

て

保

存

し

ま

し

つ

よ

圃商圏園語圏

行

河辺村公民館
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人のうごき

発

佐川地方交付税

528，000 

52.4% 

農林業費

257，837 
25.6% 

一般会計の構成表

19，461 
23，753 
6，224 

税

等

外

5
金

金

=
一
口
担
入

外

負

諸

特別会計
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土木費

222，564 
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590戸世帯数

(昭和59年5月1日現在)

8，695110.5 9，611 

4.0 268，9551258，654 計

相

現

在

、

日

本

で

は

十

町
〆
一
人
に
一
人
が
高
齢
者

問
!
で
あ
り
、
ま
さ
に
高
齢

一
ば
者
社
会
を
迎
え
ん
と
し

叩
主
て
い
る
。
日
本
人
の
平

明

J

均
寿
命
は
男
性
七
四
・

時
ベ
二
歳
、
女
性
七
九
・
六

市

歳

で

長

生

き

社

会

が

到

来
し
た
。
こ
れ
は
我
が
国
の
経
済
が
急
速

に
成
長
し
、
家
庭
経
済
の
安
定
、

食
生
活
の
向
上
、
生
活
環
境
の
整

備
、
衛
生
思
想
の
普
及
と
医
学
の

進
歩
等
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
食
生
活
の
向
上

や
医
学
が
い
か
に
進
歩
し
て
も
病

気
を
な
く
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
り
、
い
か
に
す
ぐ
れ
た
頭
脳
や

技
術
を
も
っ
て
い
て
も
、
身
体
が

悪
く
て
は
そ
れ
を
十
分
発
揮
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

現
今
は
複
雑
な
社
会
構
造
で
あ

り
、
生
活
は
常
に
心
の
変
動
を
と

も
な
い
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ
り
ス

ト
レ
ス
の
連
続
で
あ
る
。

規
則
正
し
い
生
活
を
送
る
つ
も

り
が
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
な

ら
な
い
の
が
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ

る。
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め

に
は
遍
度
の
運
動
を
と
り
入
れ
、

自
分
の
身
体
に
合
っ
た
健
康
づ
く

り
を
し
て
規
則
正
し
い
生
活
を
過

ご
す
よ
う
努
力
し
た
い
も
の
で
あ

る。

(N)



(2) 

自己

昭和59年 5月20日.，...，ミわ

1現)

カ通

4 . (559. 闇置

第 68号

フ
レ
ッ
シ
ュ
ど

う

初
の
新
採
試
験
が
実
施
さ
れ
、

次
の
四
名
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

氏

名

谷

本

出
身
地
川
崎

担
当
職
住
民
課

抱
負
未
熟
者
で
す
が
、
一
生

懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

富
英
五
歳
)

氏
名
亀
岡
延
江
(
泣
歳
)

出
身
地
大
洲
市
新
谷

担
当
職
保
健
婦

抱
負
み
な
さ
ん
の
健
康
の
保

持
増
進
の
お
手
伝
い
と
し
て
一
生

懸
命
が
、

J
J
り
ま
す
。

マ
ン
で
す

ぞ

よ

ろ

し

く

F 

氏

名

出
身
地

担
当
職

抱

負

谷
本
寿
幸
(
四
歳
)

赤
が
滝

産
業
開
発
課

一
生
懸
命
や
っ
て
い
く

つ
も
り
で
す
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

氏

名

松

井

陽

子

五

歳

)

出
身
地
河
辺
村
大
字
三
嶋

担
当
職
坂
本
幼
稚
園
教
諭

抱
負
希
望
し
た
職
で
、
不
安

と
期
待
で
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
一

生
懸
命
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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第 68号ヌう込昭和59年 5月20日(3) 

十
掴
円

[雪ヨ

野

長
幼

長

目

中

l!1 

書

配
一
長

同

百lλ

田

将

剖

長

船

氏

名

東

淘

章

(

訂

歳

)

出
身
地
大
測
市
八
多
喜
町

担
当
職
社
教
(
肘
和
)
指
導
員

抱
負
先
ず
、
自
分
の
勉
強
か

ら
で
す
。
微
力
な
が
ら
頑
張
り
ま

す。教
職
員
の
人
事
異
動

こ
の
た
び
の
異
動
に
よ
り
、
次

の
六
名
の
方
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

や
河
辺
小
学
校

校
長
石
堂
鹿
夫
(
同
州
議
)

〈
内
子
町
長
田
小
か
ら
〉

。
ャ
坂
本
小
学
校

栄
養
士
池
田

〈
新
採
〉

宣
(
涜
(
却
歳
)

。
的
。
北
平
小
学
校

教

諭

佐

伯

淳

(

的

歳

)

〈
内
子
町
大
瀬
小
か
ら
〉

や
河
辺
中
学
校

教

諭

林

光

雄

(

崎

歳

)

〈
肱
川
町
肱
川
中
か
ら
〉

主
事
情
武
知
弘
和
(
幻
歳
)

〈
内
子
町
立
川
小
か
ら
〉

養
護
助
村
田

〈
代
教
〉

明
美
(
幻
歳
)

町、



(4) 昭和59年 5月20日

昭
和
五
十
九
年
度
が
幕
あ
け
、

公
民
館
活
動
計
画
も
次
の
よ
う
に

決
ま
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
参
加
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
基
本
方
針

ー
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る

人
づ
く
り
を
め
ざ
す

i

一
あ
い
さ
つ
を
か
わ
そ
う
。

二
時
閣
を
守
ろ
う
。

三
も
の
を
大
切
に
し
よ
う
。

令
重
点
的
な
取
り
組
み

一
心
を
豊
か
に
す
る
公
民
館
活
動

(
モ
デ
ル
分
館
の
指
定
な
ど
)

二
ふ
る
さ
と
意
識
を
高
め
る
活
動

(
か
わ
ベ
音
頭
の
作
成
な
ど
)

三
後
継
者
の
定
着
を
め
ざ
す
活
動

(
結
婚
相
談
事
業
な
ど
)

。
青
少
年
対
象

青
少
年
の
社
会
教
育
活
動
へ
の

参
加
を
侭
し
、
子
ど
も
会
や
青
年

団
体
の
指
導
者
養
成
に
つ
と
め
る
。

的
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
台

伸
子
ど
も
会
活
動

例
郷
土
教
室
(
文
化
財
巡
り
)

伺
青
年
学
習
会

制
結
婚
相
談

。
婦
人
対
象

婦
人
の
主
体
性
を
高
め
る
学
習

Jえわカ通第 68号

活
動
を
通
じ
て
、
婦
人
団
体
の
育

成
助
長
に
つ
と
め
、
生
活
改
善
の

合
理
化
を
は
か
る
。

肘
幼
児
家
庭
教
育
講
座
(
父
母

の
教
室
、
子
育
て
相
談
)

判
婦
人
学
級

肋
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

。
成
人
、
高
齢
者
対
象

分
館
お
よ
び
自
治
公
民
館
単
位

に
よ
る
活
動
を
通
じ
、
積
極
的
に

学
習
へ
の
参
加
を
促
し
、
生
き
が

い
を
高
め
る
活
動
を
推
進
す
る
。

的
地
区
交
流
講
座

川
高
齢
者
教
室

肋
ク
ロ
ツ
ケ
!
大
会

同
高
齢
者
運
動
会

。
文
化
活
動

各
種
資
料
の
収
集
、
保
存
、
展

示
を
行
い
郷
土
の
歴
史
や
文
化
の

変
化
を
再
確
認
し
、
読
書
の
一
奨
励

と
と
も
に
自
主
的
な
生
活
文
化
活

動
の
育
成
助
長
に
つ
と
め
る
。

開
館
報
を
年
四
回
発
行

川
移
動
文
庫
い
よ
じ
号
の
活
用

例
文
化
祭
、
各
種
展
示
会

伺
文
化
グ
ル
ー
プ
の
育
成
助
長

岡
民
俗
資
料
の
整
備
充
実

同
郷
土
芸
能
の
保
存
伝
承

向
か
わ
べ
音
頭
の
作
成

例
文
化
財
め
ぐ
り

例
ふ
る
さ
と
祭
り

何
人
材
銀
行
の
活
用

。
同
和
教
育

国
民
的
課
題
で
あ
る
同
和
問
題

を
正
し
く
理
解
す
る
と
と
も
に
、

差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学
び
、
家

庭
、
学
校
、
社
会
の
連
携
を
密
に

し
た
学
習
活
動
を
通
じ
て
、
す
べ

て
の
村
民
が
取
り
組
む
同
和
教
育

を
推
進
す
る
。

グ
百
年
の
計
d

が
急
に
開
け
る
。

コ
バ
ル
ト
色
の
夏
一
空
を
背
に
し

て
、
仰
角
二

O
度
程
の
高
台
の
上

に
、
白
頭
の
鉄
筋
校
舎
と
体
育
館

約
学
級
、
講
座
で
の
学
習
会

仲
校
区
別
同
和
教
育
懇
談
会

川
地
区
別
同
和
教
育
懇
談
会

仲
館
報
、
資
料
配
布
に
よ
る
意

識
変
容

。
社
会
体
育

ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
の
日
常
化
を
進
め
て
、
地
域
連

帯
意
識
づ
く
り
と
健
康
づ
く
り
を

め
ざ
す
。

的
五
月
i
ク
ロ
ッ
ケ
l
大
会

技
術
科
校
舎
が
そ
び
え
た
っ
て
い
白

ス
九

「
白
年
の
大
計
を
も
っ
て
人
を

育
て
る
。
河
辺
教
育
の
顔
で
す
ら

い
。
」
と
、
古
老
は
胸
を
は
っ
て
一
言

う
。
た
し
か
に
、
村
民
の
教
育
へ

の
顧
い
の
大
き
さ
が
凝
縮
さ
れ
た

か
の
様
な
、
河
辺
中
学
校
の
堂
々

た
る
威
容
で
あ
る
。

植樹作業をする中学生

学
校
め
寸
り

ω

j
河
辺
中
学
校
i

石
段
を
登
る
と
、
す
ぐ
右
に
新

築
記
念
碑
が
あ
る
。

校
訓

1
自
覚
・
実
践
・
反
省
。

明
る
い
社
会
の
担
い
手
と
な
れ
。

昭
和
五
十
年
三
月
十
五
日
と
あ

る
。
統
合
河
辺
中
学
校
と
し
て
の

歴
史
は
浅
い
が
、
重
厚
な
銅
板
や

川
七
月
!
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

肋
八
月
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

伺
九
月
i
県
民
体
育
祭
郡
大
会

同
十
月
第
二
十
回
村
民
運
動

ム一山

側
十
一
月
上
向
齢
者
運
動
会

同
十
一
月
1

卓
球
大
会

例
十
一
月
l
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

ム一品

随
時
ク
ロ
ツ
ケ
1
講
習

ミ
ニ
ソ
フ
ト
パ
レ
!

そ
の
言
葉
に
、
先
人
の
教
育
に
寄

せ
る
、
夢
と
期
待
が
一
ポ
さ
れ
て
い

る
思
い
が
し
て
身
、
が
ひ
き
し
ま

サ
匂
。

そ
こ
で
、
今
河
辺
中
学
校
で
は

村
の
木
「
モ
ミ
ジ
」
を
中
心
に
植

樹
し
、
四
季
お
り
お
り
に
訪
れ
る

で
あ
ろ
う
村
人
の
心
の
や
す
ら
ぎ

の
場
で
あ
り
、
又
異
郷
に
あ
り
古

里
に
帰
っ
た
人
が
、
一
度
は
立
ち

寄
り
た
い
心
の
占
宅
と
す
べ
く
花

や
本
を
育
て
て
い
る
。

教
育
が
百
年
の
大
計
で
あ
る
が

如
く
、
植
樹
も
又
、
青
年
の
計
で

歩
み
、
そ
の
歩
み
に
は
、
是
非
村

民
の
一
人
一
人
が
マ
ラ
ソ
ン
参
加

の
よ
う
に
、
一
人
加
わ
り
二
人
加

わ
り
、
数
多
く
の
人
が
加
わ
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ

る。



Jミわカ瓦

。
新
緑
と
青
空
の
下
で
ッ
ケ

I
大
会
々

き
と
お
る
五
月
晴
れ
の
下
で
、
な

ご
や
か
に
対
抗
戦
を
繰
り
ひ
ろ
げ

ま
し
た
。
大
会
に
は
、
ク
ラ
ブ
の

お
年
寄
り
が
選
手
と
な
り
、
応
援

者
と
な
り
又
、
評
論
家
、
指
導
者

に
と
変
身
し
て
、
六
試
合
を
こ
な

し
ま
し
た
。

本

年

度

よ

り

、

ク

ロ

ツ

ヶ
ー
を
老
人
だ

け
の
も
の
で
な

く
、
幅
広
い
層

に
渡
っ
て
広
め

第 68号

ク
ロ

第
二
回
高
齢
者
ク
ロ
ツ
ケ

l
大

会
が
、
五
月
八
日
大
伍
資
料
館
広

場
に
て
開
催
さ
れ
た
。
各
地
区
の

呼
び
か
け
で
八
十
名
の
参
加
、
透

亀
謂

《
識
字
運
動
と
は
》

解
放
運
動
の
一
つ
に
識

字
運
動
が
あ
る
。
「
識
字
」

の
名
称
は
中
国
に
始
ま

り
、
元
来
は
、
漢
字
に
よ

る
読
み
書
き
の
基
礎
能
力

と
そ
の
習
得
程
度
を
い

う
。
今
世
紀
の
は
じ
め
、

平
民
教
育
の
名
の
下
に
就

学
の
機
会
を
奪
わ
れ
た

「
失
学
」
の
青
年
、
成
人
対

象
の
識
字
教
育
と
し
て
発

展
し
た
。

日
本
の
識
字
運
動
は
、

昭
和
三
十
八
年
十
二
月
、
福
岡
県

昭和59年 5月20日

同和教育シリーズ、 (1り

(5) 

激戦する第二フープ

ょ
う
と
の
主
旨
を
も
っ
て
、
手
初

め
に
、
村
長
、
公
民
館
長
、
主
事
の

チ
l
ム
と
高
齢
者
の
選
抜
チ

l
ム

の
オ
ー
プ
ン
戦
も
行
な
わ
れ
、
な
ご

や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
し
ま
し
た
。

「あ

l
、
今
日
は
よ
か
っ
た
。
皆

ん
な
に
逢
え
て
よ
か
っ
た
。
」

人
と
出
逢
う
事
の
す
ば
ら
し
さ

を
体
験
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

413 211 jイ!立演

~t 植 坂 大 チ 男

平 松 本 伍 ム

。1 2 3 勝
子

勝 勝 勝 勝
3 2 110 
敗 敗 敗 敗 率

大 北 植 坂 チ

女
伍 平 松 本 ム

2 2 2 3 勝
敗 敗 勝 勝

子1 1 1 。
分 分 敗 敗 率

行
橋
市
の
開
拓
学
校
に
始
ま
り
、

築
豊
産
炭
地
を
中
心
に
発
展
し

た
運
動
の
目
的
の
第
一
は
、
奪
わ

れ
た
文
字
を
奪
い
返
す
い
と
な
み

で
あ
る
。
第
二
は
、
自
主
解
放
の

思
想
の
確
立
を
目
ざ
す
い
と
な
み

で
あ
る
。
第
三
は
、
解
放
の
た
め

の
学
力
と
新
し
い
文
化
を
創
り
出

す
拠
点
と
す
る
い
と
な
み
で
あ
る
。

次
に
、
活
動
の
思
い
を
結
晶
さ

せ
た
詩
を
紹
介
し
た
い
。

解
放
に
か
げ
て

曲
練
鑑
ブ
ル
ー
ス

詩

田

中

竹

子

今
日
は
集
会
明
日
動
員

行
く
ぞ
行
き
ま
す
と
の
身
体

解
放
運
動
で
学
ぶ
た
び

勇
気
百
倍
わ
い
て
く
る

一
字
一
字
の
文
字
で
さ
え

私
に
と
っ
て
は
生
命
で
す

識
字
運
動
の
そ
の
中
で

自
分
の
も
の
に
し
て
み
ま
す

母
ち
ゃ
ん
闘
う
こ
の
姿

二
度
と
子
ど
も
に
踏
ま
せ
な
い

明
日
の
解
放
に
燃
え
な
が
ら

握
り
こ
ぶ
し
で
が
ん
ば
る
ぞ

(
河
辺
村
岡
和
教
育
協
議
会
)
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住
み
よ
い
村
づ
く
り
に
役
立
つ

昭和59年 5月20円

j
簡
易
保

積
立
金
融
資
事
業
j

.，r.;之わカ瓦第 68号

完
成
し
た
富
谷
地
区
農
免
農
道

命
令
③
⑨
命
令
ゐ
ぷ
〉
ふ
ぷ
v
r
Z
J
A明
。
〈
働
爪
V
A索引
γ

注、炉、
f
ぶ
v

⑨
め
〉
ハ
や
似
V
P
~

サ
ラ
金
問
題
で

お
圏
リ
の
方
に
!

サ
ラ
余
の
被
害
に
あ
い
お
困
り

の
方
に
、
県
で
は
こ
の
た
び
地
方

局
に
「
サ
ラ
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

を
設
け
、
御
相
談
に
応
ず
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
法
律
的
な
問
題
に
つ
い

て
は
「
弁
護
士
相
談
日
」
を
設
け
、

県
の
顧
問
弁
護
士
が
御
相
談
に
応

じ
ま
す
。
(
相
談
は
無
料
)

相
談
先
八
幡
浜
市
大
字
松
柏
一
一

O
一

八
幡
浜
地
方
局
商
工
労
政
課

「
サ
ラ
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

O
八
九
四
l
一一一一

1
0七一一
O

0
6
月
の
行
事
予
定

口
日
(
)

不
問
ι
人
同
収
日

ロ
Hf¥ノ

日
脳
予
防
接
種
(
一
般
)

日
日

1

成
人
病
検
診(
植
松
大
成
)

日
円

1
日
脳
予
防
接
種
(
学
校
)

幻
口
1
乳
児
検
診
生
ワ
ク

n日
(
)
日
脳
予
防
接
種
(
学
校
)

出
日

1
H脳
予
防
接
種
(
一
般
)

0
7
月
の
行
事
予
定

叩
円

1
不
用
犬
回
収
日

0
8
月
の
行
事
予
定

日
日
(
)
不
用
犬
回
収
日

幻
日

i
子
育
て
相
談
日

μ
日
1
胃
ガ
ン
検
診

初
日
i
M
@
3
歳
児
検
診

~おしらせ~
六
月
一
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
自

昭
和
二
卜
四
年
六
月
一
日
に
人

権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
、
国

民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
見
守

る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る
人
権

の
番
人
の
機
闘
が
誕
生
し
ま
し

た
。
こ
れ
が
人
権
擁
護
委
員
制
度

の
始
ま
り
で
す
。

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人

権
擁
護
委
員
は
次
の
方
々
で
す
。

五
頭
安
太
郎
氏
七
七
歳
川
上

大
久
コ
ド
末
広
氏
六
五
歳
三
嶋

「
自
白
・

1
・
日

戸至
mn

・
5
-
m

品
開
お
誕
生
お
め
で
と
う

露

内

霧

内

梓

中

大

成

上

林

誠

稲

谷

稲

田

学

女
末
な
が
く
お
幸
せ
に

今
治
市
「
村
上
克
也

坂

本

「

松

尾

典

子

川

崎

「

新

田

春

夫

松
山
市
「
山
本
し
の
ぶ

宮

谷

「

錨

地

利

一

大
洲
市
ご
一
官
久
美
子

す
お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

中

居

竹

内

義

民

七

六

歳

栄

北

地

玉

喜

八

一

ニ

歳

川

崎

宮

本

ハ

ル

ノ

八

一

歳

日

ノ

平

藤

本

菊

次

七

三

歳

川

崎

問

中

マ

サ

コ

七

二

歳

植

松

渡

嶋

千

代

海

八

三

歳

三

久

保

重

岡

勅

滋

六

六

歳

用
の
山
'
岡
本
千
万
好
二
七
歳

大

中

山

中

野

ス

エ

七

八

歳
父
久
志

父

忍

父
英
雄

勲本ぜ:
鈴子啄

県内の~通事故死者が 50人
を越え全国一の増加数です.

!宅事
立通安全県民総('るみ運動量揖県本部


